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トリ型菌 な らびに非定型抗酸菌GroupIIIBattey菌

の ウ サ ギ に 対 す る 病 原 性
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COMPARATIVE PATHOGENICITY OF MYCOBACTERIUM 

   AVIUM AND BATTEY BACILLI FOR RABBITS*

Kaoru URABE, Hajime SAITO and Hiromichi TASAKA

(Received for publication August 25, 1967)

    In order to differentiate Mycobacterium  avium from Battey bacilli , comparative pathogenicity 
of these two kinds of acid-fast bacilli from the aspect of Yersin type for rabbits  was 

 investigated. 

    Four strains of M. avium and eleven strains of Battey bacilli were employed . Bacterial 
suspensions (10 mg per  ml in saline) were prepared from two-week old cultures grown on 1% 

Ogawa egg medium at 37°C. Two male rabbits , weighing 2,  000-3, 000 g, were inoculated 
intravenously with 1  ml of the bacterial suspension of each strain . After infection, the  animals, 
were weighed every other day. Quantitative blood cultures, and measurements of total serum 

bilirubin were done before infection, and one, two and three weeks after infection . With the 
exception of animals that died, survivors were held for 21 days. At autopsy , gross findings 
on lungs, liver, kidneys and spleen were recorded, and each visceral organ was weighed and 

cultured for viable unit counts. 

   All of the animals inoculated with M. avium died ten to twenty-one days after infection . 
With the exception of one animal inoculated with the Shimamoto strain , all animals infected 
with Battey strains of mycobacteria survived twenty-one days after infection . 

   All animals inoculated with M.  avium decreased markedly in their body weight. However, 

most animals inoculated with Battey bacilli usually increased in body weight , with the 
exception of two animals infected with P 39 strain and P 42 strain , respectively. Also, these 
latter animals decreased in weight to about the same degree as those infected with M . 
avium. 

   The total serum bilirubin of animals infected with M. avium increased to  1.  0—.45.  2  mg/di 
and yellowing of the ears was noticed two to three weeks after infection . With the exception 

of the Shimamoto strain, none of the animals infected with Battey bacilli showed such an 

increase in total serum bilirubin amounts. 

   The number of bacteria recovered from the blood of animals infected with M.  avium 
increased markedly two to three weeks after infection as compared with the number recovered 

one week  after infection. Except the Shimamoto strain, blood cultures on animals infected 

with Battey bacilli were almost negative two to three weeks  after infection . 

   None of the animals infected with both mycobacteria showed macroscopic abnormal findings
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onthevisceralorgans｡

Spleentobodyweightratiooftw◎animalsinfectedwiththeFlamingostrainandonewith

theKirchbergstrainofバ グ.aviumwashigh,However,theratioofanimalsinfectedwiththe

Nagoya59strainandtheE38686strainofM.⑳ 伽 勉wasmuchthesameasthatofthosewith

Batteybacilli.

Theviableunitsrecoveredfromtheviscera1◎rgansofanimalsinfectedwiththeShimamoto

strainofBatteybacilliwerealittlelowerthanthoseofM.⑳ 伽 甥,andyetmuchhigher

thanthoseofotherstrainsofBatteybacilli.Theviableunitsrecoveredfromlung,1iver,

kidneyandsplee簸fr◎mtheanimalsinfectedwithBatteybacilliotherthantheShimamoto

strainwereloweri簸the｡rdersof102～104,10s～106,10～104and103～106thanthoseofM.

avium,respectively.

Allrabbitsinfectedwithル τ.⑳ 露 獅diedofYersintype,whereasnoneoftheanimals

infectedwithBatteybacilli,excepttheShimamotostrain,developedYersintype.Therefore,

itisfeltthattheinvestigatio捻sonthecomparativepathogenicityfromtheaspectofYersin

typeforrabbitsmay噸behelpfulfordifferentiating1匠.σ"伽 甥fromBatteybacilli｡Further

studiesarenecessarytoidentifytheShimamotostrainasM.ω 伽 翅.

緒 言

トリ型菌 と非 定 型 抗 酸 菌 のGroupIIIBattey菌 と

は,す でにRunyoni)は じめ多数 の研究者に よつて報告

されている ように,そ れ らの生物学的諸性状においては

きわめて近似 しているので,こ の両者を鑑別 する唯一 の

方法は ニワ トリに対す る病原性 の有無の検討にある とも

いわれ ている2)が,し か しなが らこれには,な お異論 の

あ るところでもある3)4)◎

他方 ウサギに対す る病原性 の有無 もまた,こ れ ら両菌

の鑑別上参 考にな りうる とい う こ と はMeissner4),

Engbaek5ル お よびArmstrongら6)に よつて報告 され て

い るところではあるが,た だ しこれ らの報告のいずれに

おいてもYersin型 病症発現 の見地か らの詳細な比較検

討は,い まだなされ ていない よ うである｡

そ こでわれわれは,こ れ ら両菌の ウサギに対す る病原

性 を とくにYersin型 病症発現の面 よ り詳 細に検討 し,

これが両抗酸菌 の鑑別上役立つか ど うかについて追究 し

た結果,い ささか興味 ある知見を得たので 以 下 報 告す

る◇

実験材料ならびに方法

1)供 試菌:わ れわれの所属す る日本結核病学 会抗酸

菌分類委員会 よ りの トリ型菌4株 二Flamingo株,名 古

屋59株,E38686株 お よびKirchberg株 な らび に非

定型抗酸菌GroupIIIBattey菌11株:蒲 生株,上 田

株 甲府株,嶋 本 株P2株,P7株P23株,P25

株P39株,P42株 お よびP47株｡

2)方 法:供 試菌 の1%小 川培地上2週 間培養菌 よ り

調製 した10mg/mlの 生塩 水均 等菌浮遊液1mlを2匹

ず つ(た だ しP2株 は1匹)の 体重2～3kgの 雄 のウ

サ ギの耳縁静脈内に各別に接種 した｡接 種生菌 単位(表

1参 照)は トリ型菌では10gorderま たBattey菌 では

108～1090rderで あっ た｡

3)検 査事項:体 重の測 定(隔 日)の ほかに,菌 接種

前 および接種後1,2お よび3週 目におけ る 血 液 培養

(朝川 の方法7))な らび に血清総 ピリル ピン量 の 測 定

(Lathe-Heggの 変 法8))を 行ない,発 死 した ものはそ

の都度,ま た発死 しなかつた ものは21日 目に屠殺剖検

し,内 臓についての肉眼的病変 の有 無の観察 および重量

測定を行な うとともにそれ らの1mgず つ よりの定量還

元培養を も実施 した｡

実 験 成 績

1.動 物の生存 日数,体 重の推移,血 清総 ピリル ピン

量 および血液培養成績は一括 して表1に 示 した｡

1)生 存 日数:ト リ型菌接種動物では,い ず れ も菌接

種後10～21日 平均16日 で驚死 したが,Battey菌 で

は嶋本株接種の1匹(No・22)が19日 目に 発死 したの

み で,こ れを除いては21日 にいた るも発死 した ものは

なかつた｡

2)体 重 の推移:ト リ型菌接種動物では,い ずれ も著

しい体重 の減少(350～6309)が み られ た の に反 し,

Battey菌 群 では大 多数 において,逆 に多 少 に かかわ ら

ず その増 加(60～6309)が み られ,ト リ型菌 における

と同程度の減 少を示 した ものは,わ ずか にP39株 お よ

びP42株 接 種の各1匹 のみで,こ れ らを除いては,た

とえ減 少のみ られ たものでもそ の程度は トリ型菌におけ
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Table1.PathogenicityofGroupIIIBatteyBacilliandルf.⑳ 鋤 獅forRabbits

(1.Survivaltime,bodyweightchange,totalserum

bilirubinarnountsandb1◎ ◎dculture)
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るよりもはるかに軽少であつた｡

3)血 清総 ピ リル ピン量:菌 接種前における値 は,い

ずれのウサギにおいても0.3～O.5mg/dlで あつ たが,

トリ型菌な らびにBattey菌 嶋本株接種動物では時 日の

経過 とともにその増加 の傾 向がみ られ,2～3週 目におけ

る値は1.o～15.2mg/dlに も達 し,耳 朶 の黄 染がみ ら

れたが,そ の他のBattey菌 では,か か る増量のみ られ

たものはなかつた｡

4)血 液培養成績:菌 接種後7日 目におけ る定量還元

発育菌量 は,ト リ型菌においてはBattey菌 におけ るよ

りも一一般に多 く,か つ全例陽性であ り,し か も14～21

日目においては7日 目における よりも発生集落量に著 し

い増加がみ られた のに 反 し,Battey菌 では嶋本株を除

いてほ とん ど陰性 に近い状態に終始 した｡嶋 本株におい

ては発生集落数 は時 日の経過 とともに減 少の傾 向を示 し

は したけれ ども,な お他 のBattey菌 株に比べる とかな

り多 くの 集 落 の 発 生 がみ られ た｡

2.内 臓 の 肉 眼 的病 変所 見 な らび に脾 ・体 重 比

これ らは 表2に 示 した｡

す な わ ち ト リ型 菌 お よびBattey菌 の いず れ にお い て

も内臓 に 肉眼 的 病 変 の み られ た もの は 皆無 で あつ た｡

脾 ・体 重 比 は,Battey菌 で は0.1～O.7%平 均0｡3

%で あ り,他 方 ト リ型 菌 に あ つ て は 名 古屋59株 お よび

E38686株 各 接 種 動 物 で はO.4～O.5%o平 均O.4%oで あ

つ てBattey菌 にお け る もの と大 差 は な か つ た が,Fla-

mingo株 接 種 のNo.23お よびNo.24で は それ ぞれ1.o

%お よび1.2%o,ま たKirchberg株 接 種 のNo.29で

は1・2%と 大 き かつ た｡

3.内 臓 よ りの定 量 還 元 培 養 成 績

これ は 表3に 示 す よ うに,ト リ型 菌 接 種 動 物 の肺,肝,

腎 お よび 脾 か らの 還 元 生菌 単 位は,そ れ ぞ れ103～105

0rder,10s～1090rder,102～1040rderお よび10s～106
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Table2.PathogenicityofGroupIIIBattey

Bacilliandルf｡⑳ 如 甥forRabbits
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orderで あつたのに対 して,Battey菌 で は,た だ嶋本

株 におい てはそれ ぞ れ102～1030rder,104～1esorder,

1010rderお よび104～1050rderで あつて トリ型 菌にお

ける よ りも多少 とも小 さいなが ら,な おかつ大 きい還 元

生菌単位 が得 られたが,そ の他のBattey菌 接種動物 に

おいては,肺 および腎か らの還元発育は陰性か,ま たは

少数の集落の発 生がみ られ たにす ぎず,ま た肝お よび脾

か らは,か な りの還 元発育 のみ られた ものもあつたが,

トリ型菌やBattey菌 嶋本株 のそれ らに比べ るとはるか

に少なかつた｡

考 案

トリ型菌 と非定型 抗 酸 菌 のGrouplllBattey菌 と

が,き わめて近似 した諸性状を示す こ とはすでに多数の

研究者 によつて報告 されている ところで あるが,そ の本

態の異同性については今 日なお異論 の多い と こ ろ であ

る3)4)9)1のo

ところで これ ら両菌の実験 動物 に対す る病原性の うち

結 核 第42巻 第12号

ウサギに対 しては,ト リ型菌は静脈 内 に 接 種 されると

Yersin型 病症 といわれ る敗血症様病型を もつ て動物を

発死 させ ることは,す でに先人諸家に よつて認め られて

お りわが 国においては朝川7)の 詳細な報告がみ られる｡

他方Battey菌 のそれに対す る病原性は きわめて弱いか

全 くな いことはMeissner4),Engbaek5》,Armstrong6),

Crewら11)tcよ つて報告 されてい るところであ るが,こ

れ ら両菌 のウサギに対す る病原性をYersin型 病症発現

の面か ら詳細 に比較検討 した報告は,い まだない ようで

ある｡

そ こでわれわれは,と くに この点を追究す ることを意

図 して トリ型菌4株 お よびBattey菌11株 の10mg

ずつを ウサギの静脈 内に各別 に注射 して検討 した ところ,

概 略以下述べ るような知見 が得 られた｡

トリ型菌接種 ウサギでは,経 過 中に著 しい体重 の減少

がみ られ,血 清 総 ピ リル ビ ン量 はLathe-Hoggの 変

法8)で正常値0.3～0.5mg/dlで あつ たものが,菌 接種

後2～3週 目には1.0～15・2mg/dlに も達 し,耳 朶の

黄染がみ られ,血 液 よ りの定量還元発育は終 始陽性で,

かつ還 元発育菌量は2～3週 目において7日 目におけ る

それに比 べて著 しい増加を示 し,10～21日 平均16日 で

全 供試 動物は発死 した｡

他方Battey菌 では嶋本株 を除い ては,菌 接 種後21

日にいたる もウサギを発 した ものはな く,体 重は大多数

において多少にかかわ らずそ の増加がみ られ,た とえ減

少のみ られた もので も一般 にそ の程度は トリ型菌 の場合

におけ るよ りもはるかに少 な く,血 清総 ビ リル ビン量 も

経過中ほ とん ど正常値を示 し,た とえ増 加のみ られた も

ので も1・Omg/dl以 上の増加を示 した ものは な く,耳

朶 の黄染 もみ られず,ま た血 清 よりの定量還 元発育菌量

は菌接種後7日 目においては トリ型菌におけ るよりも少

ないものが多 く,し か も14～21日 目にはほ とん ど陰性

になつた｡

ところが嶋本株 のみは,上 述の他のBattey菌 株 と著

しく趣 を異に して,こ れを接種 された2匹 の ウサギ(No.

21,No・22)で は,と もにかな りの体重の減少がみ られ,

血 清総 ビ リル ピン量 の最 高 値 も1.Omg/dl(NG.21)お

よび4・5mg/dl(No・22)を 示 し,耳 朶 に黄染が起 こり

かつ血 液培養 でも時 日の経過 とともに減少の傾 向はみ ら

れた とはいえ終始陽性で あ り,し か も他のBattey菌 株

の場合 よりもよ り多 くの還 元発育が得 られ1匹(No.22)

は19日 目に驚死 し,他 の1匹 は21日 にいた るも生存

す るには したが一般状態は悪 く,か な りの衰弱がみ られ

た｡

なお内臓 に肉眼 的病変 を招来 した ものは,ト リ型菌お

よびBattey菌 のいずれ において も皆 無であったが,脾

・体重比は トリ型 菌 ではFlamingo株 接 種 の2匹 およ

びKirchberg株 接種 の1匹 では これが大 きか つ た｡た
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Table3.PathogenicityofGroupIIIBatteyBacilliandM.aviumforRabbits

(3.Thenumberofviableunitsrecoveredfr◎m1.Omgofeachvisceralorgan)

Cultures Numberof
animals

Lungs

ヨ

で
遷

臥
2
慧

調Q

§
ミ
篇
『

」ミ

Gamoh

Ueda

Kohfu

P23

P25

P47

P2

P7

P39

P42

Shimamoto

Flaming｡

Nagoya59

E38686

Kirchberg

1

2

3

4

5

6

7
8

9

0

1

2

3

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1
2

2

2

3

4

5

6

7

8

9

0

2

2

2

2

2
2

2

3

-
▲
AU

(U

ハ0

1

霊五

-

9
β
耀上

1

9
臼
ハb

Q
ソ
9
創

0
9
1

耀正

-

1

1

6

4

12

1

64×10

15.8×102

10.5×103

44.5×IO9

62×102

32.5×103

77.5×102

30.5×103

294×103

37.5×103

Liver

138

167

59

4

83

143

1

86.5×10

45×10

31

26

1

72

160

35

34

34×103

14×10i

139.5×10s

294×104

126.5×104

95×104

40×104

108×104

128×101

296×104

Kidneys

耀五

9
臼

遷4

耀1

-

墨
ム

ー

9
臼
9
臼

1

1

Q
り
1

4

糞
V

28.1×102

24.0×102

30×102

38.5×102

142

62×10

140.5×102

56×102

Spleen

239

226

224

86

183

126

115×10

200

70

100

3

4

41

178

66

66

13×104

77×104

232×104

346×10`

64×10t

60×104

150×104

225×104

242.5×10t

295×104

だ しこれ ら以外 の トリ型 菌 株 で はBattey菌 の場 合 の脾

・体重 比 の 値 と大 差 は な い よ うで あ つ た｡

肺,肝,腎 お よび脾 よ りの還 元 発 育 生 菌 単 位 は ト リ型

菌 では そ れ ぞ れ103～1050rder,105～1060rder,102～

1040rderお よび10s～1060rderで あ つ た の に 対 し,

Battey菌 では 嶋 本 株 に お い て の み そ れ ぞ れ102～103

0rder,104～1050rder,1010rderお よび104～105erder

とい う比 較 的 ト リ型 菌 の 場 合 に 近 い値 を示 した が,こ れ

を 除 いた 他 のBattey菌 接 種 動 物 の肺,肝,腎 お よび脾

よ りの還 元 生 菌 単 位 は ト リ型菌 の そ れ に比 ぺ て よ り低 く

て それ ぞ れ0～1010rder,0～1020rder,0～10iorder

お よび0～1030rderの 値 に す ぎな かつ た｡

如 上 の所 見 よ りす れ ば,ウ サ ギ に 対 して菌 量10mg

を 静 脈 内に 接 種 す れ ば ト リ型菌 はYersin型 病 症 の敗 血

症 死 を 招来 す るが,Battey菌 で は ト リ型 菌 に や や 似 た

所 見 を 呈 した 嶋 本 株 を 除 い て は いず れ もYersin型 病 症

を誘 起 す る ことが な い とい つ て も よい で あ ろ う｡し た が

つ て これ ら両 菌 は,そ れ らの ウサ ギ に対 す る 病 原 性 を

Yersin型 病 症 招 来 の面 よ り検 討 す る こ と に よつ て 鑑 別

で き る もの といつ て よ くは な い だ ろ うか｡

な お 一応Battey菌 群 に 編 入 され て い る とこ ろ の嶋 本

株についてであるが,本 菌株は,佐 藤 ら12)によつ て肺 お

よび肋膜感染症患者の喀疾および切除肺病巣 よ り分離さ

れnonphotochromogenicで ある ところか ら,ト リ型菌

との鑑別 を行な うことな しにただちにBattey菌 群に所

属 させ られてきた ものの よ うであ るが,今 回の私達の ウ

サギに対す る病原性 の検討の結果 による と本菌株はむ し

ろ トリ型菌 に所属 させ るべ きものではないか と思わせ ら

れ る｡

なお古来 トリ型菌に よるヒ トの結核性疾患 はきわめて

まれ とされていた けれ ども,最 近にいた り欧米諸 国では,

その症例が漸次増加 していることがKubinら13)の 集計

に よつてみ られる ところで あ り,こ の ときにあた り,こ

の嶋本株 のごとき トリ型菌 を思わせ る抗酸菌が,わ が国

において も人体材料か ら分離 された ことは,き わめて興

味 あるところであろ う｡な おこの嶋本株が真の トリ型菌

か どうかについては,今 後 さ らに ニワ トリに対する病原

性 な らびに トリ型菌 とBattey菌 との鑑別上参考 となる

生物学的お よび生化学的 諸性状10)14)を検討 して決定の う

え後 日報告す る予定である｡
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結 語

トリ型菌 と非定型抗酸 菌 のGroupIIIBattey菌 との

ウサギに対す る病原性をYersin型 病症発現の面 よ り検

討す る ことは,こ れ ら両者の鑑別上役立つ もの と思われ

る｡

本研究 にあた り菌株を分与下 さつた大阪大学微生物病

研 究所堀三津夫教授に深謝す る｡
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